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岡山県立博物館 テーマ展 

「すすめ！ポンポン船 ～木造船の世界～」を開催します！ 
 
 岡山県立博物館では、学芸員の調査研究成果を発表する場として、県民にとって魅力あるテ
ーマやメッセージ性のあるテーマを設定した展示を行っています。 
今回のテーマ展では、機帆船の模型や道具を中心に、木造船が活躍した時代の資料をご紹介

します。 
   

記 
 

１ 趣  旨   エンジンを搭載した小型の帆船である機帆船は、木造船が主力だった時代
の最後を飾った船です。その独特のエンジン音から「ポンポン船」の愛称で
親しまれました。機帆船は、大正時代から瀬戸内海沿岸の物流で活躍し、戦
後、鋼船の登場とともに徐々に姿を消していきました。 

         古くから造船の町として知られる牛窓や玉島では、多くの船大工がその技
術を振るい、機帆船や千石船など海の船を数多く生み出してきました。一方
で、内陸の河川や用水路では、高瀬舟や田舟が活躍するなど、岡山では地域
ごとに特色ある船の文化が育まれてきました。 

今回のテーマ展では機帆船を中心に、今は見ることの少なくなった木造
船に関する資料を展示します。 

 
２ 会  期  令和８年７月３１日（金）～９月１３日（日） 
 
３ 開館時間  午前９時～午後６時 
 
４ 休 館 日  毎週月曜日 
 
５ 会  場  岡山県立博物館 １階・２階展示室 
 
６ 入 館 料  大人２６０円、６５歳以上１３０円、高校生以下無料 
 
７ 主な展示資料（□岡山県指定重要有形民俗文化財） 
      □若宮八幡宮奉納絵馬及び模型和船   江戸時代  若宮八幡宮 

住吉丸（千石船）模型        現代    岡山県立博物館 
高瀬舟および操船用具        近現代   岡山県立博物館 
田舟模型              現代    政田学区ｺﾐｭﾆﾃｨ協議会   
天神丸（機帆船）模型および操船用具 昭和時代  個人 
大漁旗               昭和時代  個人 
船大工道具             昭和時代  岡山県立博物館 

 
８ 学芸員による展示解説（申込不要） 
        日時：８月８日（土）、２２日（土）、９月５日（土） 
           ※時間はいずれも午後２時～ 
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